
3
日　

遭
難
対
策
部
会

10
～
12
日　

第
6
回
「
山
の
日
」
全
国
大
会
（
山

形
県
山
形
市
・
上
山
市
）　

浦
添
会
長
、

川
嶋
理
事
長
、
久
保
・
今
野
副
理
事
長
、

大
和
田
理
事
が
参
加
。

16
日　

三
役
会
議

23
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

24
日　

山
岳
四
団
体
、
第
4
回
コ
ン
パ
ス
専
門

部
会

同
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会
・
来
期
の
機
関

誌
紙
会
議

25
日　

第
6
回
理
事
会

　

第
6
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
全
国
登
山
研
究
集
会
に
つ
い
て

　

8
月
20
日
か
ら
申
込
受
付
開
始
。
参

加
費
の
振
込
を
確
認
し
て
正
式
な
受
付

完
了
と
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
参
加
の
百
名
の
み

と
限
ら
れ
た
参
加
定
員
だ
が
、
で
き
る

だ
け
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
を
促
進
し

た
い
。

②
来
期
の
機
関
誌
・
紙
に
つ
い
て

　

登
山
時
報
は
「
読
み
物
」
中
心
に
季

刊
で
発
行
す
る
。
毎
月
発
行
の
連
絡
・

ニ
ュ
ー
ス
（
名
称
検
討
中
）
を
A
4
・

8
ペ
ー
ジ
で
全
国
連
盟
か
ら
の
案
内
や

活
動
報
告
、
事
故
一
報
や
労
山
基
金
の

交
付
状
況
な
ど
を
発
信
し
て
い
く
。
地

方
連
盟
と
加
盟
団
体
に
は
各
1
部
を
紙

媒
体
で
郵
送
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

や
電
子
媒
体
で
も
配
信
し
て
い
く
。

山形県尾花沢市、丹生川、道元峡の材木岩

蔵王山での「山の日」記念交流登山

2022 年 7 月 7 日から 2022 年 8 月 1 日までに届いた事故一報
事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

1 6.26 東京 62 男 栗原川 沢登り 転倒 下降中、浮石に乗りバランスを崩して転倒した。 肋骨4本骨折

2 6.12 鹿児島 80 男 矢岳 無雪期 その他
登り口で右足がつり筋肉が硬直した状態となっ
た。

右下腱三頭筋損傷

3 6.26 大阪 54 男 三国山 沢登り 滑落
2段滝の下段を登り、足がスリップし約1m下の棚
段に着地したが痛みがあった。

右足第5中足骨骨折

4 7.9 愛知 71 女 立岩 訓練 体勢 懸垂下降で体勢を崩して手を木にぶつけた。 右手首骨折

5 7.13 神奈川 59 男 室内ジム 人工壁 転落
トレーニング中、約2.5mより転落、後頭部を強打
した。

むち打ち症

6 7.17 東京 54 女 大岳山 無雪期 転倒 両手をついて尻もちをつき顎を岩角にぶつける。 尾骨骨折他

7 7.10 千葉 74 男 三頭山 無雪期 転落
下山中、苔があるコンクリート面が濡れていて
滑ってバランスを崩し河原へ転落した。

頭部などの打撲

8 7.3 道央 58 女 白水川 沢登り 転倒
入山直後、倒木を超えようとしてスリップし後ろ
向きに転倒した。

右肘脱臼

9 7.2 岩手 67 女 磐梯山 無雪期 転倒 下山中、駐車場直前石に躓き転倒した。 右手親指骨折他
10 7.7 東京 60 女 櫛形山 無雪期 転倒 登山口、駐車場で車から降りる際に転倒した。 右肘関節骨折

11 7.9 石川 45 男 清水谷 沢登り その他
道を覆っていた倒木を谷へ落そうとして木が跳ね
返って同行者に当たった。

頭部裂傷

12 7.24 千葉 59 男 笠取山 無雪期 転倒 下山中、林道の木の枝に引っ掛かって転倒した。 右脚打撲

13 7.16 群馬 61 女 トムラウシ 無雪期 転倒 転倒して大きな石に膝を打った。 右足膝打撲

14 7.24 大阪 63 男 クレン谷 沢登り 滑落
右手の外傾ホールドが滑りバランスを崩して滑落
した。

左踵剝離骨折

15 7.17 神奈川 49 女 早川広河内 沢登り 体勢 下降中、岩から降りる際に体勢を崩した。 内側靭帯損傷

16 7.25 道央 62 男 当麻岳 無雪期 転倒
登山道がハイマツで隠れている状況で段差が目視
出来ず転倒した。

右足首靭帯損傷

17 7.2 道東 64 女 斜里岳 沢登り 体勢 浮石を踏んで左足首を挫いた。 捻挫

18 7.24 東京 65 男 水根沢 沢登り 滑落
トラバース中、足元のざれ場が崩れ5-6m滑落し川
に落ちた。

胸と大腿部を打撲

19 7.23 栃木 73 女 鷲羽山 無雪期 転倒
通過するパーティーに道を譲った処バランスを崩
し仰向けに転倒した。

左手首粉砕骨折

20 7.23 千葉 50 女 小川山 登攀 落石
岩が身体をかすった勢いで転倒し右肘を岩にぶつ
けた。

打撲による手の痺れ

21 7.17 神奈川 58 女 箱根屋沢 沢登り 滑落
滝を単独で高巻き中に滝口15mから滑落死亡し
た。

滑落死亡

22 7.29 京都 75 男 立山鬼岳 無雪期 滑落
雪渓のトラバース中にスリップして20m滑落し
た。

胸と鼻骨を骨折他

23 7.31 道央 55 男 赤岩 登攀 その他
下降器の操作ミスで9mグラウンドフォールし更に
3m滑落した。

脳挫傷他骨折

事故原因

事故一報の受領順で掲載

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 0 0 1 4 4 2 1 0 12
女性 0 0 1 4 4 2 0 0 11
合計 0 0 2 8 8 4 1 0 23 表-2

無雪期 積雪期 山スキー 沢登り 登攀 氷瀑 人工壁 訓練 合計
男性 5 0 0 5 1 0 1 0 12
女性 5 0 0 4 1 0 0 1 11
合計 10 0 0 9 2 0 1 1 23 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 虫 落石 その他 合計
男性 0 2 4 3 0 0 0 3 12
女性 0 0 1 6 3 0 1 0 11
合計 0 2 5 9 3 0 1 3 23 表-4

骨折 脱臼 挫傷 捻挫 裂傷 打撲 損傷
その他
(死亡
含む)

合計

男性 5 0 0 0 1 4 2 0 12
女性 5 1 0 1 0 2 1 1 11
合計 10 1 0 1 1 6 3 1 23 表-5

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 0 0 1 4 4 2 1 0 12
女性 0 0 1 4 4 2 0 0 11
合計 0 0 2 8 8 4 1 0 23 表-2

無雪期 積雪期 山スキー 沢登り 登攀 氷瀑 人工壁 訓練 合計
男性 5 0 0 5 1 0 1 0 12
女性 5 0 0 4 1 0 0 1 11
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男性 0 2 4 3 0 0 0 3 12
女性 0 0 1 6 3 0 1 0 11
合計 0 2 5 9 3 0 1 3 23 表-4

骨折 脱臼 挫傷 捻挫 裂傷 打撲 損傷
その他
(死亡
含む)

合計

男性 5 0 0 0 1 4 2 0 12
女性 5 1 0 1 0 2 1 1 11
合計 10 1 0 1 1 6 3 1 23 表-5

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 0 0 1 4 4 2 1 0 12
女性 0 0 1 4 4 2 0 0 11
合計 0 0 2 8 8 4 1 0 23 表-2

無雪期 積雪期 山スキー 沢登り 登攀 氷瀑 人工壁 訓練 合計
男性 5 0 0 5 1 0 1 0 12
女性 5 0 0 4 1 0 0 1 11
合計 10 0 0 9 2 0 1 1 23 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 虫 落石 その他 合計
男性 0 2 4 3 0 0 0 3 12
女性 0 0 1 6 3 0 1 0 11
合計 0 2 5 9 3 0 1 3 23 表-4

骨折 脱臼 挫傷 捻挫 裂傷 打撲 損傷
その他
(死亡
含む)

合計

男性 5 0 0 0 1 4 2 0 12
女性 5 1 0 1 0 2 1 1 11
合計 10 1 0 1 1 6 3 1 23 表-5
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男性 0 0 1 4 4 2 1 0 12
女性 0 0 1 4 4 2 0 0 11
合計 0 0 2 8 8 4 1 0 23 表-2

無雪期 積雪期 山スキー 沢登り 登攀 氷瀑 人工壁 訓練 合計
男性 5 0 0 5 1 0 1 0 12
女性 5 0 0 4 1 0 0 1 11
合計 10 0 0 9 2 0 1 1 23 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 虫 落石 その他 合計
男性 0 2 4 3 0 0 0 3 12
女性 0 0 1 6 3 0 1 0 11
合計 0 2 5 9 3 0 1 3 23 表-4

骨折 脱臼 挫傷 捻挫 裂傷 打撲 損傷
その他
(死亡
含む)

合計

男性 5 0 0 0 1 4 2 0 12
女性 5 1 0 1 0 2 1 1 11
合計 10 1 0 1 1 6 3 1 23 表-5
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